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府立河南高等学校 

校長 山根 眞一 

 

平成 30 年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

『三絆完遂 夢成就』･･･学習・クラブ・行事の三つの絆を大切にし、バランスの良い人間形成に努め、生徒一人ひとりが生き生きとする学校づくりをめざす。 

１ これからの社会を生き抜く「強さ」と「優しさ」を併せ持つ幹の太い生徒、そして高い目標を掲げ、その目標に向けて日々努力する生徒を育成する。 

２ 提案型教員集団を形成し、全教職員一丸となって特色づくりに努め、南河内の普通科改革校としての地歩を固める。 

３ 保護者･地域との連携を密にし、求められる教育活動を展開することにより、地域に愛され信頼される学校づくりに取り組む。 

 

２ 中期的目標 

１ 幹の太い生徒の育成 

幹＝人間力（挨拶、忍耐力、思いやり、コミュニケーション力、問題解決力、洞察力、人間関係力、学力、規範意識、成功体験、自尊感情、自立心） 

（１）分掌、学年、委員会が連携し、さまざまな教育活動を通して、成功体験を積ませ、自尊感情の高揚を図り、人間力を育成する。 

  ア 生活規律の確立に取り組むことにより、高い規範意識を持ち、場を理解し、自らの意思で判断し行動できる生徒を育成する。 

イ 人権教育を推進し、いじめ・差別をしない、させない意識を醸成し、安心・安全な学校づくりに努める。 

  ウ 様々な講演会や説明会、体験活動等の教育活動を通して、自らの将来を主体的に考える意識を醸成する。また、学校行事やクラブ活動等を含め校内

外の様々な教育活動に積極的・主体的に取り組む生徒を育成する。 

   ※生徒向け学校教育自己診断の「学校へ行くのが楽しい」（H29：81%）「学校生活の満足度」（H29：78%）の項目を 2020 年度には 85％以上をめざす。 

また、「部活動に積極的に参加」の項目は毎年 90%（H29：92%）以上を維持する。 

 

２ 確かな学力の育成 

（１）学習意欲の向上を図り、自己実現をめざした学力を育成する。 

ア 授業規律を確立し、授業への集中力を高め、学習に向かう意識を向上させる。 

イ 全学年で学習意欲を向上させ、自学自習の習慣の確立をめざした取り組みを推進する。 

ウ 生徒の現状を把握し、講習や補習等を組織的、計画的に実施する。 

 ※卒業時アンケートによる進路実現への満足度 80%（H29：81%）以上を維持する。 

（２）授業改革・改善に積極的に取り組み、授業の質をさらに高める 

ア 習熟度別・進路別少人数授業を行い、きめ細かな授業を展開する。また、授業見学や公開授業などにより、さらに質の高い授業をめざす。 

  イ 次期学習指導要領を踏まえた上で、新大学入試制度についての研修、研究を進めながら新しい教育課程を策定する。また、平成 27 年度学校経営推進

費事業とＰＴＡ・同窓会の支援によるＩＣＴ機器及び様々な教育ツールを活用することにより、生徒の興味・関心をさらに引き出す授業を展開する。 

ウ 授業アンケート・学校教育自己診断等を実施、分析し、組織的に授業力の向上を図る。 

※生徒向け学校教育自己診断における「授業はわかりやすい（H29：68%）」「教え方の工夫（71%）」の項目を 2020 年度には 75%以上をめざす。 

 

３ 特色づくりの推進による学校力の向上 

（１）近年取り組んできた事業をさらに充実し、学校力を向上させることにより、南河内の普通科改革校としての地歩を固める。 

ア ｅコース（esperanza：希望、education：教育）の取組みを充実させ、教員をめざす生徒を育成するとともに、高い進学意識をもつ生徒も育成する。 

イ 実用英語検定資格を取得することにより、進路実現に結びつく力及びグローバル社会を生きる基礎力を養成する。 

  ウ 国際交流および国際理解教育を推進することにより、異文化理解と国際感覚を高めるとともに、コミュニケーション能力、問題発見・解決能力など

の育成を図る。 

  オ エコキャップ運動などを通して環境問題への理解を深め、国際貢献に取り組む生徒を育成する。 

※生徒向け学校教育自己診断の「学校生活の満足度（H29：78%）」を 2020 年度には 85%以上をめざす。 

（２）地域の人材・施設を積極的に活用し、幼稚園・小学校・中学校・大学との連携を活発に行うことにより、生徒の自己有用感・自尊感情を醸成する。 

  ア 生徒主体の河南講座及び運動系・文化系クラブによる中学生との交流や地域の公演活動等への積極的参加など地域交流を拡充する。 

  イ 学校だより等の近隣学校への配付及びｗｅｂページ掲載により地域及び関係機関等への情報発信に努める。 

（３）防災マニュアルを充実するとともに安全で安心な校内環境の整備に努め、災害に強い学校づくりに取り組む。 

   ※生徒向け学校教育自己診断における「災害時の行動を具体的に知らされている（H29：73%）」の項目を 2020 年度には 80％以上をめざす。 

（４）校内業務の精選や外部人材等の活用により、業務負担の軽減を行い、教職員が健康に過ごせる学校づくりに取り組む。 

    

４ 生徒支援の充実 

（１）教育相談体制を充実させ、関係機関等との連携を深め、支援の必要な生徒に適切に対応する。 

ア 課題を抱える生徒の支援のために、支援委員会と学年、関係機関等との連携を深め、生徒情報の共有化と組織的な対応を促進する。 

   ※生徒向け学校教育自己診断の「悩みを聞いてくれたり、相談に応じてくれる先生がいる（H29：54%）」の項目を 2020 年度には 60％以上をめざす。 

（２）３年間を見通した進路指導計画により、系統的なキャリア教育体制を確立する。 

   ※生徒向け学校教育自己診断の「進路についての情報をよく知らせてくれる（H29：84%）」の項目を 2020 年度には 90%以上をめざす。 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［平成 年 月実施分］ 学校運営協議会からの意見 
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３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 

幹
の
太
い
生
徒
の
育
成 

（１）人間力の育成 

ア 生活規律の確立 

イ 人権教育の推進 

ウ 特別講演会の開 

 催及び課外活動の

充実 

（１） 

ア・生活指導部及び生徒自治会とも連携しながら

挨拶の励行や生活規律の確立に努める。 

イ・生徒向け人権学習を充実させ、人権意識の向

上を図る。 

・教職員に対しては、「発達障がい等の生徒対

応について」の研修を実施する。 

 ・いじめアンケートを活用し、いじめの早期発

見に努め、組織として対応を図る。 

ウ・様々な分野で活躍している方を招聘。「夢を

あきらめない」をテーマに講演会を実施し、

自らの将来を主体的に考える生徒を育成す

る。 

 ・学校行事やクラブ活動等において、生徒の主

体的な取組みを引きだし、自主性、忍耐力、

集中力、表現力、協調性、豊かな感性などを

育成する。 

（１） 

ア・遅刻件数 2,000 件以下にする。

（H29：2208 件） 

イ・生徒の「命の大切さや社会のルー

ルについて学ぶ機会がある（H29：

70%）」の項目を 72%以上とする。 

 ・「先生はいじめについて困ったこと

があれば真剣に対応してくれる」

の項目を 50%以上にする。（H29：

46%） 

ウ・特別講演会後のアンケートの肯定

的回答 90%以上を維持する。（H29：

99.6%） 

 ・「部活動に積極的に参加している

（H29:92%）」や「学校行事は楽し 

く行えるよう工夫されている（H29 

：85%）」の肯定度 90%以上とする。 

 

２ 

確
か
な
学
力
の
育
成 

（１）学習意欲の向

上 

ア 授業規律の確立 

イ 学習意欲向上を

めざす取組み 

ウ 多様な取組みに

よる学習時間の増

加 

 

（２）充実した質の

高い授業の実践 

ア 習熟度別・進路

別少人数授業の拡

充及び授業公開・

研究協議の充実 

イ 新教育課程の検

討及び ICT 機器等

の活用推進による

授業改善 

ウ 読書活動への啓

発 

（１） 

ア・「授業が最大の生徒指導」の意識をもち、べ

ル着・机上整理・授業集中を徹底する。生徒

集会など機会ある毎に注意喚起を行い、意識

の向上を図る。 

イ・各学年において生徒の実態に即した学習の取

り組みを推進し、学習意欲の向上を図る。 

 ・授業及び学年通信や集会などの機会を通じ、

自発学習の 0時間日をなくすよう啓発し、自

学自習の意識の確立を図る。 

ウ 自習室の活用、進学講習やサポート講習・補

習等を充実し、学習時間の増加をめざす。 

（２） 

ア・数学（2 年生理数医療系、ｅコース）と英語

（1 年生）において、少人数展開授業を実施

し、苦手意識のある生徒の減少、得意生徒の

学力向上を図る。 

・公開授業を 5回実施することにより授業力の

向上を図る。 

イ・次期学習指導要領を踏まえ、新大学入試制度

に対応する教育課程を検討する。また、新大

学入試制度を鑑み、生徒を鍛え伸ばす授業を

めざして、ＡＬに関する研究を進める。 

・教員向け ICT 研修を充実し、活用教員を増や

すことにより、生徒の興味、関心をさらに引

き出す授業を展開する。 

ウ・学年、教科、分掌及びクラブ顧問とも連携し、

生徒実態に即した読書活動へのアプローチ

の仕方を考えながら進める。 

（１） 

ア・授業アンケート質問 1（H29：2.85）

を 0.05 ポイント向上させ、質問 2

（3.30）は 3.20 以上を維持する。 

イ・生徒向け意識調査による、授業以

外の学習時間 30 分以内の生徒を

30%以下にする。（H29：32.5%） 

ウ・生徒の「授業以外の補習や講習が

充実している。（H29:64%）」の項目

を 2%向上させる。 

（２） 

ア・生徒の「授業はわかりやすい（H29：

68%）」「教え方の工夫（71%）」「進

度が適切（73%）」の項目について

それぞれ 2%向上をめざす。 

・教員の「教育活動について教職員

で日常的に話し合っている（H29：

86%）」の項目 85%以上を維持する。 

イ・新しい教育課程の素案を決定する。 

・教員の ICT 機器活用率 90%以上を

めざす。（H29：88.5%） 

 ・生徒の「先生の教え方には様々な

工夫がなされている(H29：71%)」

の項目を 2%向上させる。 

ウ・「月 1 冊以上の本を読む」生徒を

35%以上にする。（H29：33%） 
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３  

特
色
づ
く
り
の
推
進
に
よ
る
学
校
力
の
向
上 

（１）特色づくりの

取り組み充実 

ア ｅコースの充実

及び大学連携授業

の実施 

イ 資格取得の推進 

ウ 国際交流および

国際理解教育の推

進 

エ 国際貢献に取り

組む生徒の育成 

 

（２）地域および他

校種連携の拡充 

ア 地域連携および

中高交流の進展 

 

（３）災害に強い学

校づくり  

 

（４）健康に過ごせ

る学校づくり 

（１） 

ア・e コースにおける体験学習・高大連携・発展 

学習の充実を図る。 

・理数医療系の大阪府立大学との連携授業、2

年生全員による大阪大谷大学の 1 日授業体

験等の実施により、進学意識の向上を図る。 

イ・実用英語検定 1･2 年生は全員受験とし、3 年

生未取得者には受検を推奨する。 

ウ・国際交流委員会を中心に交換留学や海外から

の訪問団を積極的に受け入れる。また、国際

理解教育を推進し、グローバル人材の育成に

努める。 

エ・環境教育の一環としてエコキャップ運動を継

続し、環境問題への理解を深め、ポリオワク

チンの供給などを通して、国際貢献に取り組

む意識を醸成する。 

（２） 

ア・河南講座やクラブ活動による中高交流等にお

いて、生徒主体の地域連携の強化を図る。 

（３） 

・南海トラフ大地震を想定した避難訓練マニュ

アル、大地震発生時アクションカード、生徒

引き渡し概要を充実させる。 

（４） 

・校内業務の精選を行い、業務の平準化を図る。

また、ICT 機器及び校務処理システムの活用

等により業務の効率化を図る。 

・外部人材の活用やノークラブデー及び一斉退

庁日の徹底等により、業務負担を軽減する。 

（１） 

ア・ｅコース生の教育系大学と国公立

大学を併せた進学希望者65％以上

（H29：62.5%） 

・卒業生アンケートによる進路実現の

満足度 80%以上を維持する。（H29：

83.9 %） 

イ・英検準 2 級以上の合格者 100 人以

上を維持する（H29：203 人） 

ウ・生徒の国際理解教育に関する項目

を 82%以上にする。（H29：81%） 

エ・ユニセフと連携し、より多くのポ

リオワクチンの供給に貢献する。

（H29：15 人分） 

（２） 

ア・クラブによる中高交流 10 クラブ以

上を維持する。（H29：11 クラブ 115

回） 

（３） 

・生徒の「学校で災害が起こった場

合の行動を具体的に知らされてい

る（H29：73%）」の項目を 75%以上

にする。 

（４） 

・職員の平均時間外労働時間を前年

以下の水準にする 

 

４ 

生
徒
支
援
の
充
実 

（１）教育相談体制

の充実 

ア 生徒情報の共有

化と組織的な対応 

 

（２）キャリア教育

体制の確立 

（１） 

ア・支援を必要とする生徒のために、支援委員会

と学年、関係機関等との連携を深め、生徒情

報の共有化と組織的な対応を促進する。 

 ・支援委員会を中心に、本校の現状にあった教

育相談体制の構築をめざす。 

（２） 

・３年間を見通した進路指導計画により、的確

な進路指導を行い、生徒の自己実現を支援す

る。 

（１） 

ア・生徒の「担任以外で気軽に相談で

きる先生がいる（H29：34%）」の項

目を２%向上させる。 

（２） 

・生徒の「進路の情報をよく知らせて

くれる（H29：84%）」の項目を２%向

上させる。 

 

 


